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概    要  
FILIP 分子は当教室で同定した分子であり、その機能は Filamin の分解を促進することで、細胞移動
を抑制していることを報告してきた。この FILIP 分子には 2 つの相同遺伝子があり、FILIP 分子の機
能を補う可能性が考えられた。今回、細胞増殖や細胞移動に関わることが報告された FILIP 相同分子が
FILIP-Filamin の分子機構に関わる可能性を検討した。FILIP 相同分子と結合する分子として、Filamin
分子、キネシンファミリー分子、heat shock protein を同定した。さらに、これらの分子と FILIP 相同
分子の結合は、培養細胞中の FILIP 相同分子の発現状態に応じて変化することを見いだした。これらの
分子のうち、Filamin および heat shock protein は FILIP 分子とも結合する。FILIP 相同分子と FILIP
分子の機能は、Filamin と heat shock protein との結合により調節されていると考えられた。 













FILIP 分子と相同性の高い分子が FILIP 分子
の機能を補っている可能性を考えた。














 当教室では FILIP 分子が神経細胞の移動に
関わる事を明らかにしてきた。FILIP 分子は
葉状仮足形成に重要な機能を果たしている









































同分子を強制発現し、1 日後、および 2 日後に免
疫沈降法を用い、Filamin との相互作用を検討し
た。1 日後では、FILIP 相同分子は Filamin と結









FILIP 相同分子に存在する PEST ドメインを欠損
した分子に結合することを昨年度報告した。この
分子と全長のFILIP相同分子との結合は強制発現
後 1 日目では弱く、発現 2 日目には強くなる傾向
を認めた。さらに、FILIP 相同分子との結合を認









ドメインを欠損した分子は heat shock protein と
結合しないことが判明した。 
 この結果は、FILIP 相同分子は生体内で、heat 
shock protein により局在が制御されている可能
性を示唆している。 
 以上の結果より、FILIP 相同分子と Filamin、
heat shock protein、およびキネシンファミリー遺
伝子の相互作用が存在することが明らかとなった。
FILIP 分子は Filamin と結合するが、FILIP 相同
分子と結合する heat shock protein とも結合する。
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